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第１７回テレワーク推進賞「優秀賞」を受賞 

 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社（社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン日本興亜」）

は、一般社団法人日本テレワーク協会（会長：宇治 則孝）から、「優秀賞」（テレワーク実

践部門）を受賞しました。 

 

１．日本テレワーク協会について 

日本テレワーク協会は、会員数２０７企業・団体（２０１６

年１０月２０日現在）で構成され、ＩＣＴ（情報通信技術）を

活用した場所や時間にとらわれない柔軟な働き方であるテレワ

ークを、広く社会に普及・啓発することにより個人に活力とゆ

とりをもたらし、企業・地域が活性化できる調和のとれた日本

社会の持続的な発展に寄与することを協会の理念とした一般社団法人です。 

 

２．テレワーク推進賞「優秀賞」の受賞理由 

日本テレワ－ク協会は、「テレワ－ク」について、その一層の普及促進を目的に「テレ

ワ－ク推進賞」表彰事業を２０００年から実施しています。 

優秀賞（テレワーク実践部門）は、「テレワークを導入・実践・定着させ、経営効率の

向上、ワークライフバランスの向上など、有益な効果を出している企業・団体」を表彰

の対象としています。損保ジャパン日本興亜は、「ワークスタイルイノベーションとして、

生産性の向上・働き方改革の実現に向け、全社員を対象にテレワークを推進している取

組み」が評価され、優秀賞を受賞しました。 

 

３．今後について 

損保ジャパン日本興亜は、従業員一人ひとりが、働き方・時間の使い方を根本から変え

る「ワークスタイルイノベーション」に取り組んできました。 

引き続き、部門や職場の特性、個人のワークスタイルに応じてテレワークやシフトワー

クを積極的に活用し、「時間あたりの生産性」を圧倒的に高めることを目指していきます。 

 

 （参考） 

・損保ジャパン日本興亜のワークスタイルイノベーションの取組み 

   http://www.sjnk.co.jp/company/diversity_dev/diversity/ 

 

以上 


